
野生ニホソザルにおいては,一つの郡れ (周年を迅じ

て,生坊を州こする劾庇が朽いm体より形成される両性

を含むあつまり)がJli動中,2･3のグループに分岐す

ることが皮･4税祭された｡分岐したグループが数 日間

(1カ月に及ぶこともあった)胴体の移山人がない安定

したグループとして遊動生活をおこなっていることが悦

窮された｡特に,この切合.分岐したグループでは,也

･年令･血縁耶成において,また,他郡山身個体のT郡
への関り方について四季の変遷と料こ興味ある宍料が得
られた｡

ニホンザルの群れ構造を考察するにあたって,地域個

体群内の1つの群れの中での分析は誤った結論へ弔いて

いくように思われる｡地域個体郡内の近接した数郡問の

関係を長年月に亘って捉えてこそ,群れ生活している,

ニホソザルの柾の社会の宍体がロに見えてくるのではな

いだろうか｡

現在もなお,調査が肘枕されているので,Yf料は整理

･分析中である｡

ニホンザルの異常ヘモグロビンl)2)

石本 剛- (三正大 ･医)

TE先泳動で正常-モク｡ピソ(Hb)より近い易動度を

もつ異常Hbがニホソザルの地城的に取られた2つの群

れ柴田 (伊汎 沿河原)に出現することを昭和47年度共

同利用研究時に見出したので本研究でその祝祭を確かめ

るとともにより詳細な研究を行うことを目的とした｡

1974年5月伊豆波勝崎野狂公苑において既に捕社中の

ニホソザル21例を採血し検査すると4例に前回同様の爽

常tJbをもつ胴体を見出し血液試料を突放卦こもちかえ

り検査に供した｡

研究成果は既発表論文にまとめられているが,この界

常Hbはカニクイザル変異Hbの1位Hb-p7nLに析似し

てI'TIVI'troで分子重合を示す特異な性質を有すること,

しかしカニクイザルの場合と異なり盃合体は比較的均一

で正常Hb2分子に対応する分子量を示すこと,Hb異

常はP駅に由来しβTplOペプチドの1アミノ酸のシス

テイソ旺晩で生じたと挫折11されている.

現在までこの爽常Hbは伊沢および近接する拐河原の

1) 変>Tmt･部門 庄武孝.･流との共同研究

2)なお研究成果の一部は ｢ニホンザルのFTq.冊-モク

T,ピソ｣日本人抑旺伝学会妨19回大会 (1974.ll
月)｡人氾誌,20tl):33.1975に発表し,G.
Ishimoto,M.Kuwata&T.Shotake,A Va･
riantHemoglobinFoundinMacaca/uscafa:
AnotllerPolymerizingHemoglobinofMa･
caques.J.Anthrop.S∝.Nippon83(1975)･.
inpress.にまとめて租LBした｡

郡袋田のみにかなり苅抑圧に分布している｡変界迫伝子

が一部群柴田のみに限･)てul現する現魚はニホ./ザルに

ついてこれまで調査された多くの多型性形TIに共迅して

認められる価向であるが.今筏とくに閃双より北方の群

がミ田のIlb変界の炊索が (これまで殆んど宋 扱査 なの

で)包まれる｡

下北半島のブナ ･ヒバ林生態系1)

柾生構造について

荻野 和彦 (京大 ･畏)

下北半島のブナ･ヒバ林地帯はおおむね標高400mを

境として,上部にブナ林,下部にと,(林が成立し,沢ぞ

いにはトチノキ,サワグルミが擾占する｡高木屑を占め

る樹種によって柾生型をわけると,1)ブナ型,2)ヒバ

班,3)トチノキ型の3つの型の林分が認められる｡

荊木屑にはと.く,ブナ,カエデ研,サワグルミ,オヒ

.Zウ,コバノトネ1)コ,ホオノキなどが出現し,低木現

には-クウソポク.オオ.,:ク｡モジ,オオカメ/辛,ツ

リバナ,ノリウツギ,ゴソゼツ,アオ-メ,ナナカマド

ヤマツツジ,コアジサイなどがみられる｡

苛森営林局はここで皆代.択伐,抑伐などの森林施菜

をおこなっている｡疎林施課が自然柳生- ニホンザル

の校息環掛こどのような形やなお上はすかを調べ,変化

した相生の回役過程を追跡するため,各施菜地に永久プ

T]ツトを設けた.20×80mt又は40×40mSにふくまれ

る全立木の胸高在径 (D)と捌芯 (H)を測定し,調査

林分の位皿などにはかまわず,両対数和上におとしてみ

ると,松任ごとに別の曲紋が描ける｡D-HBg係をあら

わす曲線は,

盲 -碁 +B

であらわすことができる｡定数h,A,Bのうちh,B

は高木天和こついてはほとんどおなじ倍をとるのに対し,

Aは桝位の耐陰性と関係して興った倍をとるようであ

る｡さきにあげた苅木屑に出現する桝筏の1)ストは,耐

陰性の掛 ､ものから低いものへのmにならべてある｡妹

分を耶成する約位それぞれの特性を,たとえば耐陰性の

ちがいとしてとらえることができれば,自然状腿におけ

るこの地方の相生柄道の動態をあきらかにしうるはずで

あると考える｡

1) 86回日本林学会大会ご講談下北半島にみ られ る
p-H関係
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